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発行者

鳥取県江府町

電話江尾㈹5－2211

編集　総　務　課

印刷（葡富士印刷

江府町の人口

（4月30日現在）

世帯数1289世帯
人　口　4875人
（前月比　5人減）

（男）餌02
（女）2j73
出　生　　4
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（男）
（女）

転　入

（男）
（女）

転　出

（男）
（女）

死　亡

（男）
（女）

谷渓谷三

荒
田
集
落
か
ら
一
歩
踏
み
入
れ
ば
、

緑
し
た
た
る
大
自
然
の
一
角
、
三
谷

渓
の
素
朴
な
景
観
に
出
合
う
…
…

数
層
に
切
り
立
っ
た
岩
肌
、
長
い

歳
月
の
歴
史
を
秘
め
て
自
生
す
る
木

々
、
静
か
な
山
あ
い
に
こ
だ
ま
す
る

滝
水
の
音
、
ふ
と
立
ち
ど
ま
り
た
く

な
る
よ
う
な
風
光
明
媚
な
場
所
も
多

く
、
そ
の
ふ
れ
合
い
は
、
煩
雑
な
日

々
の
私
た
ち
に
豊
か
な
人
情
を
延
え

ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
径
を
の
ぼ
り
つ
め
る
と
、
」
八

地
像
も
み
ら
れ
、
里
と
な
る
荒
田
に

は
、
紺
屋
・
紙
屋
・
糀
屋
・
石
屋
・

宿
屋
な
ど
の
屋
号
も
あ
り
、
備
中
へ

の
裏
街
道
の
一
つ
で
あ
っ
た
い
に
し

え
が
偲
ば
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
素
朴
な
風
情
あ
る
自

然
の
風
物
詩
を
、
ま
た
新
し
き
良

き
時
代
へ
と
移
り
変
る
我
が
町
の

姿
を
四
季
折
々
に
と
ら
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
写
真
は
魚
切
り
と
よ
ば
れ
る
小
滝
附
近
）

Soumu
四角形

Soumu
四角形



報　－昭和59年6月1日発行－（2）

町
議
会
臨
時
会

五
月
田
口
、
第
三
回
臨
時
議
会
に

お
い
て
町
長
提
出
の
全
議
案
が
可
決

○
江
府
町
税
条
例
の
一
部
改
正

主
な
改
正
点
と
し
て
は
、
昭
和
五

十
九
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
っ
て
、

納
税
者
の
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め

個
人
住
民
税
、
基
礎
控
除
な
ど
次
の

表
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
障
害
者
、
老
年
者
、
寡
婦

ま
た
は
未
成
年
者
で
前
年
の
所
得
が

八
〇
万
円
以
下
（
給
与
収
入
で
は
、

一
三
三
万
四
千
円
未
満
）
で
あ
っ
た

人
は
、
住
民
税
を
非
課
税
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ

て
、
そ
の
範
囲
が
前
年
中
の
所
得
金

額
一
〇
〇
万
円
ま
で
（
給
与
収
入
で

は
〓
ハ
四
万
四
千
円
未
満
）
に
広
げ

ら
れ
る
こ
と
に
を
り
ま
し
た
。

区　　　　　　 分 昭和59年度昭和58年度

基礎控除 26万円 22万円

配偶者控除 26万円 22万円

ぅち1芸会芸荒芸芸誓偶者 27万円

30万円

23万円

25万円

扶養控除 26万円 22万円

ぅち1喜蓋冨芸芸…者 27万円

31万円

刃万円

23万円

26万円

25万円

障害者控除 24万円 21万円

うち特別障害者 26万円 23万円

老年者控除 24万円 21万円

寡婦 （寡夫）控除 24万円 21万円

勤労学生控除 24万円 21万円

○
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

既
定
の
予
算
額
に
、
一
千
五
七
三

万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
二
二

億
六
千
二
六
万
四
千
円
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
豪
雪
に
伴
う
除
雪
対
策

費
の
増
額
等
で
あ
り
、
こ
の
財
源
と

し
て
地
方
交
付
税
、
国
庫
補
助
金
等

が
補
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

○
江
府
町
簡
易
水
道
等
施
設
の
設
置

並
び
に
給
水
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

水
道
法
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る

飲
料
水
供
給
施
設
に
つ
い
て
、
水
道

事
業
地
区
に
、
袋
原
地
区
飲
料
水
供

給
施
設
・
深
山
口
古
屋
敷
地
区
飲
料

水
供
給
施
設
・
大
谷
美
女
石
地
区
飲

料
水
供
給
施
設
・
助
沢
地
区
飲
料
水

供
給
施
設
を
加
え
、
じ
後
の
事
業
執
行

等
に
備
え
る
も
の
、
及
び
昨
年
度
事

業
と
し
て
完
成
の
柿
原
地
区
簡
易
水

道
は
か
の
施
設
に
つ
い
て
水
道
料
金

を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

l
目
口
】

2

日

H

H

U

町長日誌

＊4　月

○
町
道
路
線
の
認
定

新
道
部
落
内
道
路
新
道
線
の
江
府

町
大
字
武
庫
字
細
田
か
ら
梅
ケ
坪
間

が
改
修
さ
れ
、
こ
の
区
間
を
新
た
に

町
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

3
日
㈹

4
日
休

5
日
杓

6
日
⑫

7
日
出

9
R
H
日
＝

1
0
日
㈹

1
1
日
㈱

1
2
日
㈱

1
3
日
働

町
農
協
通
常
総
代
会

俣
野
川
発
電
所
建
設
所
長

来
庁
、
貝
田
集
会
所
設
計

協
議

保
育
園
入
園
式
、
転
入
教

職
員
挨
拶

江
府
町
夏
大
根
生
産
組
合
総
会

小
学
校
入
学
式
、
武
庫
老

人
会

中
学
校
入
学
式
、
県
農
林

水
産
部
長
来
庁

在
勤

地
の
内
部
落
役
員
来
庁

農
協
婦
人
部
総
会
、
中
国

横
断
自
動
車
道
用
地
交
渉

委
員
会

西
部
町
村
会

本
町
五
丁
目
行
政
座
談
会

川
筋
老
人
会

1
4
日
出

1
5
日
㈱

1
6
日
㈱

～

1
8
日
㈱

1
9
日
㈹

2
0
日
⑫

2
1
日
出

2
3
日
㈱

2
4
日
㈹

2
5
日
㈱

2
6
日
㈹

2
7
日
⑪

2
8
日
出

剛
俳
句
会

江
尾
テ
レ
ビ
組
合
総
会

食
生
晴
改
善
講
座
閉
講
式

道
路
整
備
促
進
大
会（東京）

三
好
恭
祐
氏
叙
勲
祝
賀
会

深
山
口
行
政
座
談
会

結
婚
式

西
部
地
区
同
和
対
策
協
議

会
、
国
民
年
金
委
員
会

新
年
度
区
長
会
及
び
分
館

長
会
並
に
体
育
協
会
総
会

会
計
検
査
（
文
部
省
所
管
）

し
ゆ
う
と
め
会
総
会

明
徳
学
園
入
学
式

農
林
水
産
省
課
長
補
佐
来

庁退
職
消
防
団
員
賞
状
交
付

Soumu
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昭和59年6月1日発行－第181号

戊
I
H
州
や
爪
焔
・
・
4

報町府江

町
長
の
行
政
報
告
か
ら

●
総
　
務

国
・
県
の
行
政
方
針
と
実
情
を
踏

ま
え
、
本
町
に
お
い
て
も
、
行
財
政

の
見
直
し
と
健
全
化
を
図
り
、
町
長

部
局
八
課
三
重
を
四
課
三
室
に
機
構

を
改
正
し
ま
し
た
。

四
月
一
日
付
異
動
に
つ
い
て
は
、

五
月
一
日
発
行
町
報
第
一
八
〇
号
に

掲
載
済
。

三
月
三
十
一
日
付
退
職小

田
　
隆

佐
々
木
　
正

宮
本
　
雅
昭

富
谷
　
巴
子

四
月
六
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で

春
の
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
、

本
町
に
お
い
て
も
、
各
団
体
関
係
者

等
の
協
力
を
得
て
、
街
頭
指
導
、
町

広
報
車
に
よ
る
町
内
巡
回
啓
発
指
導

岸
本
・
溝
口
・
江
府
町
合
同
交
通
パ

レ
ー
ド
等
期
間
中
安
全
啓
発
を
行
い

ま
し
た
。

●
産
　
業

四
月
二
十
日
、
工
事
関
係
人
札
が

行
わ
れ
、
主
を
も
の
で
は

舟
谷
地
区
は
場
整
備
工
事
（
田
面

砕
土
三
二
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
道
路
工

八
四
五
メ
、
－
ト
ル
）
が
指
名
業
者

五
社
の
う
ち
㈲
森
土
木
に
、
六
九
〇

万
円
で
落
札
さ
れ
ま
し
た
。

●
建
　
設

四
月
十
日
、
土
井
之
内
会
館
に
お

い
て
、
中
国
横
断
自
動
車
道
の
第
四

回
用
地
交
渉
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
町
の
買
収
用
地
契
約
状
況

は
、
全
体
契
約
件
数
六
八
五
件
の
う

ち
、
三
月
三
十
一
日
現
在
契
約
件
数

四
七
四
件
で
、
契
約
額
は
、
九
億
八

千
六
八
四
万
九
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●
国
　
体

三
月
二
十
三
日
、
第
一
回
町
民
運

動
専
門
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員

長
に
中
尾
雄
三
郎
さ
ん
（
町
議
会
教

育
民
生
常
任
委
員
長
）
、
副
委
員
長

に
門
田
久
子
さ
ん
（
町
婦
人
団
体
連

絡
協
議
会
長
）
が
決
定
さ
れ
、
国
体

の
町
民
参
加
に
つ
い
て
の
運
動
推
進

に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

●
教
　
育

四
月
二
十
四
日
、
部
落
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
代
表
八
〇
名
が
出
席
し
て
、

体
育
協
会
総
会
が
行
を
わ
れ
、
五
十

八
年
度
事
業
、
決
算
、
五
十
九
年
度

事
業
、
予
算
の
承
認
及
び
役
員
改
選

を
行
い
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
に
人
権

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の

基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い

わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の

機
関
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
人

権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

私
達
の
町
に
は
町
長
か
ら
推
せ
ん

さ
れ
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
次
の
方
が

お
ら
れ
ま
す
。

洲
河
崎
　
安
　
江
　
久
　
夫

電
話
⑤
－
二
二
〇
八
番

本
一
上
　
原
　
裕
　
臣

電
話
⑤
－
二
〇
九
八
番

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

人
権
・
行
政
相
談
所
開
設

おめでとう

ございます

岡田さん
晴れの受章

春
の
叙
勲
で
、
岡
田
竹
男
さ
ん
（

貝
田
）
は
、
永
年
地
方
自
治
の
振
興

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
勲

六
等
単
光
旭
日
章
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
岡
田
さ
ん
は
、
昭
和
十
七
年
か

ら
三
期
十
九
年
余
に
わ
た
り
、
町
議

会
議
員
と
し
て
、
そ
の
間
、
議
長
、

副
議
長
を
歴
任
、
議
会
の
健
全
運
営

と
地
域
振
興
の
発
展
に
つ
く
さ
れ
ま

し
た
。岡

田
さ
ん
に
は
、
今
後
も
そ
の
豊

か
を
経
験
を
も
っ
て
、
い
つ
ま
で
も

こ
れ
か
ら
の
江
府
町
の
発
展
を
み
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

近
所
と
の
も
め
ご
と
、
家
庭
内
で

の
も
め
ご
と
、
そ
の
ほ
か
不
動
産
売

買
、
登
記
、
境
界
、
土
地
、
建
物
の

貸
借
、
交
通
事
故
、
金
銭
貸
借
、
保

証
な
ど
に
つ
い
て
心
配
ご
と
や
謝
り

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

次
の
相
談
日
は

「
日
　
時
　
六
月
二
十
七
旦
水
）

午
前
九
時
か
ら
正
午

ま
で

二
、
場
　
所
　
江
府
町
役
場

三
、
担
当
者
　
鳥
取
地
方
法
務
局
米

子
支
局
　
総
務
課
長

河
　
上
　
時
　
春

人
権
擁
護
委
員

安
　
江
　
久
　
夫

上
　
原
　
裕
　
臣

Soumu
四角形
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町　　報　－昭和59年6月1日発行－（4）府江

柿
原
地
区
水
道
完
成

〝
梅
里
水
明
″
の
記
念
碑
除
幕

柿
原
地
区
に
待
望
久
し
か
っ
た
簡

易
水
道
が
完
成
し
、
五
月
二
日
、
井

上
町
長
や
工
事
関
係
者
ら
が
出
席
、

し
ゅ
ん
工
式
と
あ
わ
せ
て
記
念
碑
の

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
水
道
は
、
三
〇
世
帯
の
生
活

用
水
と
し
て
ま
た
防
火
に
備
え
る
水

の
供
給
施
設
と
し
て
、
地
域
の
生
活

環
境
の
改
善
、
文
化
の
向
上
に
役
立

つ
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

井
上
町
長
揮
ご
う
に
よ
る
記
念
碑
の

碑
文
は
、
昔
か
ら
梅
の
適
地
で
あ
り
、

梅
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
柿
原
の

里
に
完
成
し
た
清
ら
か
を
水
源
を
祝

し
て
　
〃
梅
里
水
明
〃
と
記
さ
れ
た
も

の
で
す
。

ト
記
念
碑
の
除
幕
式

助
沢
部
落
に
”
占
今
若
流
水
″
の
記
念
碑

ト
関
係
者
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た

柿
原
水
道
し
ゅ
ん
工
式

こ
の
た
び
、
助
沢
部
落
に
記
念
碑

が
完
成
、
五
月
十
二
日
、
除
幕
式
と

記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

絶
え
る
こ
と
の
な
い
水
の
流
れ
の

若
く
未
来
永
劫
栄
え
い
く
姿
を
記
し

た
〃
古
今
若
流
水
〃
の
記
念
碑
は
、
沢

農
道
、
助
沢
水
道
、
沢
は
揚
整
備
の

各
事
業
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
も

の
で
、
井
上
町
長
の
揮
ご
う
に
よ
る

も
の
で
す
。

ト
記
念
碑
の
説
明
を
行
う
井
上
町
長

十七■■■♯■■■嶺★セ◆・〇七個■♯七や■個暮せ■■★尊書や十〇■七十七十七十個■竹中射りり沌七七十七七車七七■七十七十七■傭■曾ト削り叫沌十や■七十七■七■七十七七七

薄さ吏生きも与
年
金
積
立
金
融
資
事
業

私
た
ち
が
月
々
納
め
て
い
る
国
民

年
金
の
掛
金
は
、
国
庫
に
積
立
て
ら

れ
て
老
後
に
直
接
年
金
と
し
て
給
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
は
、
こ
の
積
立
金
の
有
効
な
利

用
を
図
る
た
め
、
一
定
の
割
合
で
、

町
村
の
社
会
福
祉
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
、
個
人
の
住
宅
整
備
資
金
と
し

て
、
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
度
に
は
こ
の
融
資

を
う
け
て
次
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

11J嘔夏至D〝　虚感

事　 業　 名 事 業 量

テニスコート
6基2，982汀f照明施設

老人居室整備 3　 件

柿原簡易水道
計画給水人口

137人

簡
保
資
金
事
業

簡
易
保
険
加
入
者
か
ら
の
保
険
料

は
事
業
運
営
に
必
要
な
経
費
を
除
い

て
長
期
間
積
立
て
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

を
簡
保
資
金
と
い
い
、
簡
易
保
険
の

運
用
に
あ
た
り
地
域
に
お
け
る
学
校
、

住
宅
、
道
路
等
公
共
施
設
を
充
実
さ

せ
る
た
め
地
方
公
共
団
体
等
に
貸
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
昭
利

五
十
八
年
度
に
米
原
分
校
工
事
を
は

じ
め
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

事　 業　 名 事 業 量 事　 業　 名 事 業 量

消　 防 施 設
小型ポンプ 町道荒田 ・ W ＝3．0m

3 台 三谷線 L＝7．5m

江尾′小学校 校舎291ld 町道俣野 ・ W ＝5．0m

米原分校新設 屋体382nj 宮市線 L＝753m

町道久遠 ・ W ＝5．5m
洲河崎線 L＝370m

歯

Soumu
四角形
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健康づくりに28名が仲問入り

食生活改善講座

開講式

昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
実
施
し
て

き
た
”
食
生
活
改
善
講
座
″
　
の
新
年

度
開
講
式
が
五
月
二
十
一
日
土
井
之

内
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
受
講
生
は
二
十
八
名
、
開

講
式
で
は
、
井
上
町
長
か
ら
「
経
済

社
会
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
が

商
品
化
さ
れ
、
で
ま
わ
っ
て
い
る
。

自
分
の
判
断
に
力
が
を
い
と
”
頭
の

よ
く
を
る
食
品
″
と
い
う
誇
大
広
告

に
も
ま
よ
わ
さ
れ
て
し
ま
う
。
主
婦

は
、
生
活
防
衛
の
た
め
に
見
識
を
持

っ
て
、
家
庭
の
健
康
管
理
に
力
を
入

れ
、
近
所
・
知
人
へ
の
生
油
指
導
者

に
な
っ
て
欲
し
い
山
と
あ
い
さ
つ
と

激
励
の
言
葉
が
あ
り
、
開
講
式
の
あ

と
、
ひ
き
つ
づ
き
第
一
回
講
座
が
行

わ
れ
、
根
雨
保
健
所
長
・
栄
養
士
か

ら
〃
健
康
と
食
生
泊
に
つ
い
て
〃
の

講
義
を
う
け
ま
し
た
。

第
二
回
か
ら
は
別
表
の
内
容
で
、

農
協
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
会
場
に
調
理
の

実
習
と
講
義
と
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
に
を
っ
て
い
ま
す
。

○
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
項
目

講 義 （保断 ） 調理実習 講　 義 （町）
講　　 師

9 時～10時 10時 ～13時 13時～14時

1 1．　 開　 講　 式 楯晒 斤長
2 ． 健　 づ く　りの 基

酢 藩士

叩旦室緒（5月）
3 ．　 地 域 の健 康 状 態

4 ．　 食 生 活 の 現 状

2 健康と食生活

栄養のバランス

ノヾ

成人病の基礎 触

（6月） 6つの基礎食品 知　 識 町保健婦

3 栄養の基礎知識

一ケ ク
（7月）糖質と脂質

ラ

ン

ス

4 たん自賛とビタミン 成人病予防の
〃（8月） ミネラル 日常生活

5 食生活プランの
たて方 年代別

〃（9月）献立 ・栄糞価 の

と

健陳づ くり

6 軒別・蝕献ポイント

乳幼児・妊 婦 ク ク
（1明） 　 し

学童期 ・思春期 れ

た

食

7

（11月）

育・壮年期

老 年 期

暮しの中の運動
運動指導 ク

8 成人病予防の ／

〃（1調） 食生晴 事

9 暮しの中の 保健所

（1月） 食品衛生 衛生技師

10 1．　 食 生 活 改 善 の あ り方 櫛 爛 所長

（2月）
2．　 地 区組織 活 動の すすめ 儲群斤栄蓉土

3．　 開　 講　 式 町担当者

（3月）
テ ー ブ ル マ ナ ー 国際ホテル

お
－
空
n
で
す
か

ー
保
健
婦
か
ら
；
ロ
ー

暑
か
っ
た
り
、
寒
か
っ
た
り
身
体

の
調
子
も
も
う
一
つ
と
い
っ
た
こ
の

ご
ろ
で
す
。
健
康
づ
く
り
に
は
、
運

動
と
栄
養
と
休
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
最

も
大
切
で
す
。
き
ょ
う
は
、
そ
の
中

で
生
命
の
根
元
と
を
る
べ
き
栄
養
の

う
ち
か
ら
ビ
タ
ミ
ン
C
の
は
を
し
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
C
と
い
え
ば
、
不
足
す

る
と
歯
ぐ
き
か
ら
血
が
で
る
、
か
い

血
病
が
す
ぐ
頭
に
浮
ん
で
釆
ま
す
が
、

こ
の
ビ
タ
ミ
ン
C
の
効
用
を
別
の
角

度
か
ら
み
ま
す
と
、

○
か
ぜ
を
ひ
き
に
く
い
。

○
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
さ
げ
る
。

○
鉄
の
吸
収
を
促
す
の
で
貧
血
予
防

に
良
い
。

○
ス
ト
レ
ス
の
予
防
に
な
る
。

と
か
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
国
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
研
究
所
の
「

ガ
ン
予
防
の
た
め
の
十
二
ヵ
条
」
　
の

中
に
も
食
品
中
の
発
ガ
ン
物
質
を
抑

制
す
る
た
め
に
ビ
タ
ミ
ン
C
は
有
効

で
あ
る
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ビ
タ
ミ
ン
C
が
み
を

お
さ
れ
て
お
り
、
健
康
食
品
と
し
た

り
、
錠
剤
と
し
た
り
し
て
出
ま
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
や
は
り
毎
日
、
毎
食

の
食
事
を
通
し
て
、
野
菜
・
果
物
・

い
も
類
か
ら
と
り
た
い
も
の
で
す
。

梓
に
野
菜
に
は
ビ
タ
ミ
ン
C
だ
け
で

を
く
、
他
の
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、

食
物
繊
維
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
価
値
も
み
の
が
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

Soumu
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「
す
か
す
ン
甘
惹
甘
甘
」

ト
総
合
グ
ラ
ン
ド
で
は
ナ
イ
タ
ー
開
始

町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

夜
問
照
明
施
設
完
成

待
望
の
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
照

明
が
完
成
し
、
去
る
五
月
四
日
、
コ

ー
ト
に
関
係
者
、
町
内
の
テ
ニ
ス
同

好
者
の
参
加
に
よ
り
、
点
灯
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

従
来
、
テ
ニ
ス
に
つ
い
て
は
、
同

好
者
の
勤
め
を
ど
の
関
係
も
あ
り
、

夕
方
か
ら
の
利
用
が
困
難
で
し
た
が

こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
っ
て
さ
ら
に

テ
ニ
ス
人
口
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま

す
。同

日
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ナ
イ

タ
ー
開
き
と
合
わ
せ
て
、
グ
ラ
ン
ド

の
ナ
イ
タ
ー
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
後
、
町
長
の
始
球
式
に
よ
り

ま
ち
か
ね
た
同
好
者
た
ち
に
よ
っ
て
、

白
球
を
打
ち
合
う
快
音
と
歓
声
が
こ

だ
ま
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
到

来
に
ふ
さ
わ
し
い
幕
あ
け
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
照
明
施
設
は
、
四
面
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
六
基
設
置
さ
れ
、

明
る
さ
は
、
二
三
五
ル
ッ
ク
ス
、
総

事
業
費
は
、
‥
千
九
七
万
五
千
円
で

■

　

　

G

国
体
常
任
委
員
会
開
催

去
る
五
月
十
八
日
、
二
十
七
名
の

委
員
出
席
の
も
と
第
一
回
の
常
任
委

員
会
が
日
輪
闇
で
開
催
さ
れ
あ
と
五

〇
〇
余
日
と
せ
ま
っ
た
わ
か
と
り
国

体
に
向
け
、
今
後
の
事
業
計
画
等
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

国
体
宿
泊
施
設
実
態
調
査

六
〇
年
わ
か
と
り
国
体
に
は
、
会

期
中
に
延
、
約
千
人
の
宿
泊
人
員
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
第
二
次
仮
配
荷
計

画
の
た
め
、
宿
泊
施
設
の
実
態
調
査

を
後
日
お
伺
い
し
て
行
い
ま
す
の
で
何

か
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

を
お
、
国
体
に
関
す
る
ご
質
問
、
ご

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
下

さ
い
。電

　
話
　
⑤
－
．
二
　
二
九

国
体
事
務
局

Soumu
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6
・
7
月
の
行
事
予
定

新
緑
の
中
、
ス
ポ
ー
ツ
の

季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
運
動

報丁田府

6
日
＝
3
日

6
月
1
7
日

7
月
l
日

7
月
7
日

7
月
8
日

7
月
2
1
日

7
月
2
2
日

町
内
職
域
野
球
大
会
開

始川
崎
杯
テ
ニ
ス
大
会

県
体
予
選
郡
庭
球
大
会

郡
O
B
テ
ニ
ス
ナ
イ
タ

ー
個
人
戦

県
体
予
選
小
学
校
庭
球

日
野
郡
大
会

山
陰
少
年
少
女
庭
球
選

手
権
大
会

学
童
軟
式
野
球
郡
大
会

公
園
で
も
い
ろ
い
ろ
な

行
事
が
始
ま
り
、
元
気

を
歓
声
が
響
い
て
い
ま

す
。公

園
の
芝
生
も
き
れ

な
緑
に
在
り
ま
し
た
。

散
歩
に
も
最
適
で
す
。

み
な
さ
ん
で
お
さ
そ
い
合
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
で
か
け
下
さ
い
。

ト
青
年
団
の
体
力
測
定

（
親
睦
会
）

ト
本
町
一
丁
目
子
供
会

（
子
供
の
日
運
動
会
）

江

ー練習にはげむ各クラブー

▲少年野球教室

▲バ　レ　ー　部

▲バドミントン部

図
園
固
周
囲
圃

周
回
園
圏

み
ん
な
の
た
め
の
公
共
施
設
で
す
。

ル
ー
ル
を
守
り
、
大
切
に
使
用
し
ま

し
よ
う
。

○
使
用
時
間
を
厳
守
し
ま
し
ょ
う
。

（
後
か
た
づ
け
、
清
掃
も
時
間
内

に
終
り
、
係
員
の
確
認
を
受
け
て

下
さ
い
。
）

○
空
カ
ン
等
は
持
帰
り
、
ま
た
は
、

必
ら
ず
所
定
の
ご
み
か
ご
へ
。

○
運
動
器
具
等
は
、
大
切
に
あ
っ
か

い
ま
し
ょ
う
。

尊お知らせ尊

あなたも参加してみませんか

初心者テニス教室開催中

毎週金曜日　夜7時30分～

自任町民テニスコート

主催　教育委員会

Soumu
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現
ナ
　
」
★
巾

花
壇
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
か
ら
、
野

に
山
に
咲
き
み
だ
れ
る
た
ん
ば
ぼ
や

す
み
れ
、
山
吹
き
、
ふ
じ
の
季
節
へ

と
移
り
か
わ
り
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

保
育
園
か
ら

ヽ

た

で

し

ょ

う

か

。

お
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
て
、
楽

し
い
毎
日
の
保
育
園
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
そ
ん
な
思
い
を
こ
め
て
の
ス

ナ
ッ
プ
を
二
二
二
枚
づ
つ
ひ
ろ
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
十
∴
∵
∴
∴

報
　
ち
ま
し
た
。

通
園
に
も
園
の
暮
ら
し
に
も
よ
う

町
や
く
慣
れ
て
、
お
母
さ
ん
も
先
生
も

子
供
た
ち
も
一
段
落
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。
園
外
保
育
も
ほ
じ

府
　
ま
っ
て
さ
わ
や
か
な
五
月
の
風
の
中

江

に
ピ
ン
ク
や
ブ
ル
ー
や
黄
色
の
帽
子

が
町
の
あ
ち
こ
ち
で
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
一
緒
の
ご
ち
そ
う
も
、
あ

ひ
る
ね
も
少
し
は
不
安
で
な
く
を
っ

▲5月出目、どろんこになって

サツマイモの苗を植えました

トみんなでたべる給食

外国人の方も

国民年金に

加入しましょう

国
民
年
金
の
加
入
対
象
者
は
、
日

本
国
民
で
あ
る
こ
と
が
基
本
的
を
要

件
で
し
た
が
、
昭
和
五
十
七
年
一
月

か
ら
、
外
国
人
の
方
も
加
入
で
き
る

こ
と
に
在
っ
て
い
ま
す
。

日
本
国
内
に
居
住
す
る
二
十
歳
か

ら
五
十
九
歳
ま
で
の
外
国
籍
の
方
で
、

厚
生
年
金
保
険
を
ど
他
の
公
的
年
金

制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
日

本
国
民
と
同
じ
よ
う
に
強
制
加
入
の

対
象
と
を
り
ま
し
た
。

ま
た
、
厚
生
年
金
保
険
を
ど
、
他

の
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る

人
の
配
偶
者
や
昼
間
部
の
大
学
生
な

ど
は
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
任
意
加

入
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
ま
た
は
、

通
算
老
齢
年
金
を
受
け
る
に
は
、
一

定
の
資
格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
必

要
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
国
民
年
金
に
加
入

し
た
月
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
期
間
、

お
よ
び
過
去
の
他
の
公
的
年
金
制
度

の
加
入
期
間
を
合
せ
て
も
、
老
齢
年

金
又
は
通
算
老
齢
年
金
の
受
給
資
格

期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
を
い
人

は
、
本
人
の
申
出
に
よ
っ
て
国
民
年

金
の
被
保
険
者
と
怒
ら
を
い
こ
と
が

で
き
ま
す
。

国
民
年
金
加
入
に
つ
い
て
の
詳
し

い
こ
と
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係
又

は
、
米
子
社
会
保
険
事
務
所
へ
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

薬
草
の
効
用
を
集
約

勒毎ヵ
禦軸物

軌柏

和rLめう軸

江
府
町
し
ゅ
う
と
め
会
（
会
長
遠

藤
満
枝
会
貞
一
三
四
名
）
の
二
年
に

わ
た
る
活
動
の
結
晶
と
し
て
こ
の
度

「
身
近
か
に
あ
る
薬
用
植
物
」
と
名

付
け
た
小
冊
子
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
度
総
会
で
、
薬
公

書
の
話
し
か
ら
、
身
近
か
を
薬
草
を

生
か
し
て
は
と
会
の
事
業
計
画
に
と

り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

幸
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
江
府
町
内

に
は
沢
山
の
薬
草
が
あ
り
、
五
十
八

年
度
に
実
際
に
薬
草
を
採
取
、
十
一

月
の
町
文
化
祭
に
は
コ
ー
ナ
ー
の
一

画
に
出
品
し
て
、
身
近
か
に
あ
る
薬

草
の
効
用
に
多
く
の
反
響
を
呼
び
ま

し
た
。

㊧

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



昭和59年6月1日発行－第181号

鰯
ボ
タ
ン
電
池
の
回
収
に
ご
協
力
を

私
た
ち
の
身
の
回
り
の
い
ろ
い
ろ

を
と
こ
ろ
で
乾
電
池
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
水
銀
含
有
量
が
最

も
多
い
の
が
カ
メ
ラ
、
時
計
、
電
子

ゲ
ー
ム
器
、
電
子
ラ
イ
タ
ー
等
に
使

わ
れ
て
い
る
「
ボ
タ
ン
形
水
銀
電
池
」

で
す
。

㌻
絹
机
鍼
謂
川
鍋

報
錯
相
翫
㍍
謂
謂
甥
回

m
旧
聞
…
国
…
艮

（
子
宮
が
ん
検
診
）

日
時
　
6
月
1
日
、
8
日
、
1
5
日
、

2
2
日
、
2
9
日

午
後
1
2
時
3
0
分
～
1
時
受
付

場
所
　
博
愛
病
院

（
2
歳
児
健
康
診
董
）

日
時
　
6
月
7
日
㈹

午
後
1
2
時
3
0
分
～
1
時
受
付

場
所
　
日
輪
閣

対
象
　
昭
和
5
6
年
1
0
月
～
5
7
年
2
月

出
生
児
　
1
8
名
（
個
人
通
知

し
ま
す
）

（
離
乳
食
指
導
）

日
時
　
6
月
1
3
日
㈹

午
後
1
時
～
3
時

場
所
　
老
人
の
家

へ
母
親
学
級
）

日
時
　
6
月
2
7
日
㈱

午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

場
所
　
江
府
町
役
場

薗

熟

野や山へ出かけたら、植物採集

をしてみましょう。なにげなく咲

いている小さな草花たちも、手に

取ってよく見れば、みんな個性あ

■■間組随艦ヨ膵■遭『師■■　　　　　 る “顔〟をしてますよ。

蓋い護誤質屋
押し花の作り方　 二　 ′瑞 l 言　■ 一喝

雷雲…警孟言警刊　 警警…芸言‡芸三　 慧き去警いたら台　 讐歪：長…よ‡羞　 串

す　　　　　　　　 ム　しいですよ　　　 対生

・：∴・・妻乱 国警　 群 を
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車
や
命
令
㊨
轟
麻

人
の
動
き

♯
車
載
食
料
ネ
晶

（
4
月
届
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

武西武柿
庫成庵原

加妹桑奥
藤尾本田

え

麻　り　安

梓耶　か彦

健計利息
二範憲文

二　長　島　長

女　女　女　男

下大森吉宮水佐穐晴近津安
尾西谷村本谷々　山水藤澤村

苧慧警讐彗守至志望要撃姦
＼J　＼－ノ　＼J　　み　　＼J　、、＿／

＼、＿＿／

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

柿本本美
原　五　一　用

川
上
園
子

米
田
　
裕

川
端
さ
な

加
藤
善
市

9166　43　85

歳歳歳　歳

芳
房
宅

裕
宅

括
美
宅

信
義
宅

宇
田
川
一
美

高
尾
恵
美
子

大
石
　
　
孝

田
連
美
千
子

広
島
県
佐
伯
郡

俣
野
か
ら

西
伯
郡
名
和
町

佐
川
か
ら

日
野
郡
日
南
町

洲
河
崎
か
ら

日
野
郡
日
野
町

江
尾
か
ら

東
伯
郡
大
栄
町

佐
川
か
ら

米
子
市

美
用
か
ら

小
江
尾

神
戸
市
灘
区
か
ら

大
阪
府
枚
方
市

江
尾
か
ら

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

立
花

井
上

青
戸

福
本

洞
原

山
川

大
場

宇
田
川
恵
理

川
上
　
　
樹

液
連
　
幸
子

加
藤
豊
比
古

田
中
由
美
子

青
森
県
三
戸
郡

武
庫
か
ら

日
野
郡
日
南
町

俣
野
か
ら

静
岡
県
浜
松
市

江
尾
か
ら

石
川
県
金
沢
市
か
ら

武
庫

美
用

福
島
県
福
島
市
か
ら

柿
原

滋
習
県
近
江
八
幡
市
か
ら

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

四
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

美
　
用
　
川
上
芳
房
殿

（
母
園
子
様
ご
逝
去
）

小
江
尾
　
篠
田
英
親
殿

（
母
篠
様
ご
逝
去
）

本
　
五
　
川
端
括
美
殿

（
妻
さ
を
様
ご
逝
去
）

柿
　
原
　
加
藤
信
義
殿

（
父
喜
市
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

下
蚊
屋
　
大
岩
幸
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
加
藤
静
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
小
椋
　
滑
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
小
椋
和
加
恵
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
仲
嶋
兵
道
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
二
　
福
田
庸
二
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
岡
　
寿
昭
殿

（
長
男
慎
也
様
退
院
）

柿
　
原
　
加
藤
　
茂
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
野
田
高
利
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
加
藤
岩
雄
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
篠
田
英
親
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
住
田
治
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
岡
　
と
も
代
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
安
田
恭
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

‥
…
善
意
銀
行
受
払
報
告
・
…
・
…

L
　
三
月
末
累
計
額

三
百
十
七
万
九
千
九
百
九
十
二
円

2
．
四
月
中
寄
付
額

二
十
五
万
五
千
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
七
万
円

快
気
祝
　
　
十
八
万
五
千
円

3
．
四
月
末
累
計
額

三
百
四
十
三
万
四
千
九
百
九
十
二
円

交通事故
（4月30日現在）

事故発生状況（人身事故）

件　数6件（7件）

死　者2名（0名）
負傷者5名（8名）

（）内は前年同期

2回目11黒岩1回日6竺…謂禁煙協力列車推進強調週間

この運動は未成年者、特に高校生の喫煙防止を図り、併せて

車内環境を健康的で快適をものにすることを目的に、下記の区

間に限って列車内禁煙を推進しようとする地域の各種の団体の

自主的を運動です。

上り

米　子　7：57～黒　坂　8：41

米　子16．：03～生　山17：08
米　子18：03～上石見19：19

下り

生　山　6：44～米　子　7：46

上石見　7：57～根　雨　8：32

生　山15：54～米　子17：08

黒　坂17：09～米　子17：54

皆さんのご協力をお願いします

禁煙協力列車推進伯備線地区会議
江府町青少年育成町民会議

歯
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